
「近
江
商
人
」
の
家
訓

。
店
則
に
み
る

「立
身
」
と

「出
世
」

は

じ

め

に

「立
身
出
世
主
義
」
が
日
本
の
近
代
化
を
進
め
る
う
え
で
重
要
な

意
義
を
も

っ
た
こ
と
は
、
Ｅ

・
Ｈ

ｏ
キ
ン
モ
ン
ス
氏
が
夙
に
明
ら
か

に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
竹
内
洋
氏
も
同
様
に
明
治
期
青
年

の

「立
身
出
世
主
義
」
が
受
験
戦
争
を
惹
起
し
、
富
と
地
位
を
追
求

す
る
社
会
現
象
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

筆
者
は
す
で
に
両
者
の
研
究
を
導
き
の
糸
と
し
て
、
著
名
な
近
江

商
人
で
あ
る
蒲
生
郡
日
野
岡
本
町
、
中
井
源
左
衛
門
家
の
家
訓

・
店

則
を
も
と
に
、
中
井
家
に
お
い
て
は
、
奉
公
人
に
対
し
て

「立
身
」

「出
世
」
す
べ
き
こ
と
を
説
き
、
奉
公
す
る
こ
と
の
動
機
付
け
を
与

え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
中
井
家
で
は

「立

宇

佐

美

英

機

身
」
と
は
店
内
の
職
階
を
昇
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
先
に
別
家

（宿
持
ち
）
と
な
り
独
立
自
営
業
者
と
な
る

「出
世
」
の
世
界
が
あ

る
こ
と
を
教
え
諭
し
て
い
た
。
し
か
し
、
「立
身
」
と

「出
世
」
と

を
異
な
る
内
容
と
し
て
説
い
て
い
た
が
、
時
代
を
降
る
に
つ
れ

「立

身
」
と

「出
世
」
は
同
義
的
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

こ
と
も
確
認
で
き
た
。

本
稿
で
は
、
右
の
中
井
源
左
衛
門
家
で
見
ら
れ
る

「立
身
」
「出

世
」
観
が
、
近
江
商
人
世
界
に
あ
っ
て
普
遍
的
な
思
考
な
の
か
、
あ

る
い
は
中
井
家
の
特
殊
な
理
解
な
の
か
を
検
討
す
る
た
め
、
他
の
近

江
商
人
の
家
訓

・
店
則
に
見
ら
れ
る

「立
身
」
と

「出
世
」
と
い
う

用
語
に
焦
点
を
絞

っ
て
分
析
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
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一
　

外
村
与
左
衛
門
家

の
家
訓

・
店
則

外
村
与
左
衛
門
家

（外
与
家
）
は
、
神
崎
郡
金
堂
村

（現
五
個
荘

町
金
堂
）
に
本
宅
を
構
え
た
商
家
で
あ
り
、
元
禄
十
二
年

（
一
七
〇

〇
）
を
創
業
年
と
し
、
現
在
も
総
合
繊
維
商
社
外
与
株
式
会
社
と
し

て
営
業
を
続
け
て
い
る
。
外
村
家
の
三
百
年
に
わ
た
る
略
史
に
つ
い

て
は
、
上
村
雅
洋
氏
に
よ
り
歴
代
の
家
業
経
営
の
推
移
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
末
永
國
紀
氏
に
よ
る
要
を
得
た
簡
略
な
記
述

が
あ
る
。
当
家
や
分
家
の
宇
兵
衛
家

・
市
郎
兵
衛
家
に
残
さ
れ
た
家

訓

・
店
則
の
ほ
と
ん
ど
は
、
す
で
に
翻
刻
が
な
さ
れ
て
お
り
、
後
学

の
者
に
便
宜
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
文
政
八
年

（
一
八

二
五
）
に
生
ま
れ
、
天
保
十
二
年

（
一
八
四
こ

に

一
八
歳
で
家
督

を
継
ぎ
、
幕
末

・
維
新
期
に
第

一
〇
代
目
当
主
と
し
て
経
営
に
携
わ

り
、
幼
い
一
一
、　
〓

一代
目
当
主
の
後
見
を
務
め
て
明
治
二
十

一
年

貧

八
八
八
）
に
没
し
た
外
村
照
成

（応
信
）
の
制
定
し
た
家
訓

・

店
則
に
つ
い
て
ま
ず
触
れ
る
。

さ
て
、
外
村
与
左
衛
門
家
に
残
さ
れ
た
家
訓

・
店
則
は
、
弘
化
三

年

（
一
八
四
工Ｃ

に
制
定
さ
れ
た

「家
之
掟
」
以
降
、
次
の
よ
う
な

家
訓

・
店
則
類
が
存
在
す
る
。

「作
法
記
」
「心
得
書
」
…
…
安
政
三
年

（
一
八
五
一Ｃ

「追
作
法
記
」
…
…
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）

「厳
改
正
箇
条
目
」
「元
立
仕
法
記
」
「規
則
書
」
「規
則
書
」
…
…

明
治
五
年

「勤
方
心
得
書
」
…
…
明
治
六
年

「定
書
」
…
…
明
治
十
年

「足
利
店
定
書
」
…
…
明
治
十
二
年

「追
掟
目
」
「規
則
書
」
「店
々
規
則
書
」
…
…
明
治
十
三
年

「改
正
作
法
書
」
…
…
明
治
十
六
年

「
ヨ
店
改
正
心
得
書
」
…
…
明
治
十
七
年

「国
宅
心
得
書
」
…
…
明
治
十
八
年

「本
家
方
改
正
心
得
書
」
「改
正
規
則
書
」
「店
改
正
規
則
書
」
「改

正
規
則
書
」
…
…
明
治
十
九
年

右
の
も
の
は
、
い
ず
れ
も
照
成
が
実
質
上
経
営
を
行

っ
て
い
た
時

期
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
も
年
紀
不
明
の
も
の
や
、
明
治
六

年
四
月

・
五
月
付
け
の

「店
中
建
言
口
上
書
」
が
奉
公
人
か
ら

「御

主
君
様
」
宛
に
呈
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ほ
ど
多

数
の
も
の
が
同

一
人
物
の
下
で
制
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
外
与
家
が

幕
末

。
維
新
期
に
経
営
上
の
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
上
村
氏
の
研
究
に
譲
り
、
こ

こ
で
は
右
の
家
訓

・
店
則
類
の
な
か
で

「立
身
」
「出
世
」
に
つ
い
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て
触
れ
て
い
る
条
文
を
検
討
す
る
こ
と
に
留
め
る
。

さ
て
、
「
心
得
書
」
は
全
四
四
条
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
第

一
〇
条
に
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

〔史
料
―
〕

一
凡
人
之
道
と
し
て
貴
賎
共
に
正
直
に
し
て
苦
労
を
致
さ
ね
バ
な

ら
ぬ
筈

二
候
、
若
キ
時
わ
早
く
此
事
を
存
知
候
者

ハ
人
之
道
に

叶
ひ
必
立
身
致
す
事

二
候
、
常
々
此
事
を
不
忘
精
心
を
尽
し
勤

へ
く
事

（後
略
）

ま
た
、
第
二
〇
条
に
は
、

〔史
料
２
〕

一
支
配
人

ハ
惣
然
之
重
役
な
れ
ハ
、
万
事
心
を
配
り
差
障
り
無
之

様
身
心
堅
固
二
持
べ
し
、
支
配
中
二
自
然
心
得
違
之
者
出
来
候

ハ
ヾ
支
配
人
不
行
届
キ
ニ
茂
可
相
成
道
理
、
必
無
油
断
人
の
生

質
を
見
立
、
忠
孝
明
徳
之
道
理
ヲ
相
心
得
、
皆
々
順
当
二
立
身

い
た
し
候
様
能
々
申
諭
ス
ベ
し
、
若
家
風

二
相
背
キ
心
得
違
之

者
有
之
不
得
止
事
を
候

ハ
ヽ
、
決
而
用
捨
致
間
敷
事

（後
略
）

さ
ら
に
、
第
四
四
条
に
は
、

〔史
料
３
〕

一
古
今
世
上
売
女
弊
之
者
湿
病
な
き
女
ハ
甚
少
し
、
別
而
近
世
之

者
其
病
気
無
之
者
稀
な
る
べ
し
、
年
若
キ
者
何
の
考
も
な
く
売

婦

二
交
り
候
者
必
其
病
気
ヲ
受
、
重
キ

ハ
忽
身
不
自
由

二
な

り
、
殊

二
悪
病
之
事
故
何
程
之
療
薬
ヲ
用
ゆ
る
と
も
治
す
る
事

甚
か
た
し
、
此
病
苦
二
苦
し
み
責
ら
れ
て
ハ
、
忠
勤

ハ
勿
論
親

ニ
ハ
第

一
之
不
孝
と
な
り
、
人
間
之
道

二
不
叶
、
天
之
憎
ミ
給

ふ
処
二
而
、
連
も
立
身
成
か
た
し
、
後
悔
す
る
と
も
更

二
か
へ

ら
ず
、
生
涯
捨
り
者
と
な
り
心
苦
ス
ル
事
讐
フ
ル
ニ
論
な
し
、

た
と
い
病
軽
ク
共
悪
性
之
病
故
生
涯
根
を
切
ル
事
六
ケ
敷
、
眼

前
其
病
苦
す
る
人
数
多
ク
、
近
キ
有
様
ヲ
見
聞
し
て
能
々
思
慮

す
べ
し

（後
略
）

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
か
条
に
お
い
て

「立
身
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。

第

一
〇
条
で
は
、
奉
公
人

一
般
に
対
し
て
、
「正
直
に
し
て
苦
労

を
致
」
す
こ
と
が

「人
之
道
」
に
叶
う
こ
と
で
あ
り
、
若
い
時
よ
り

こ
の
こ
と
を
弁
え
る
こ
と
で

「立
身
」
す
る
と
諭
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
「立
身
」
す
る
こ
と
は

「人
之
道
」
に
叶
う
も
の
で
あ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
第
二
〇
条
は
支
配
人
た
る
者
の
心
得
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
こ
で
は
、
支
配
人
た
る
者
は
、
心
配
り
を
大
事
に
し
て
心
身

を
堅
固
に
保

つ
こ
と
、
下
位
の
職
階
に
あ
る
奉
公
人
の

「生
質
を
見

立
、
忠
孝
明
徳
之
道
理
」
を
心
得
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ



し
て
、
他
の
奉
公
人
た
ち
も

「皆
々
順
当

二
立
身
」
す
る
よ
う
に
申

し
諭
す
こ
と
が
職
責
の

一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
四
四
条
は
売
婦
と
の
交
わ
り
を
戒
め
た
も
の
で
あ
る

が
、
悪
病
に
罹
患
す
る
こ
と
は
主
家

へ
の

「忠
勤
」
の
障
り
と
な

り
、
そ
れ
は
親

へ
の

「不
孝
」
で
も
あ
り
、
「人
間
之
道
」
に
叶
わ

な
い
行
い
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
行
為
は

「天
之
憎
」

む
と
こ
ろ
と
な
り
、
と
て
も

「立
身
」
は
成
り
が
た
い
と
述

べ
て
い

Ｚつ
。こ

れ
ら
の
条
文
か
ら
、
「立
身
」
と
は

「人
之
道
」
に
叶

っ
た
結

果
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
諭
し
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
「人
之
道
」
は

「忠
勤
」
「親
孝
行
」
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
「天
」
は
そ
れ
ら
の
行
為
を
愛
憎
を
も

っ
て
見
て
い
る
と
考
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
支
配
人
は
奉
公
人
た
ち
が

「皆
々
順

当

二
立
身
」
す
る
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
だ
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「立
身
」
と
は
外
与
家
の
職
階
を
昇
進
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
前

提
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

右
に
見
た
よ
う
に
、
「天
」
や

「忠
孝
」
を
所
与
の
も
の
と
す
る

こ
と
は
、
中
井
家
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
「人
之

道
」
に
叶
う
か
否
か
が

「立
身
」
す
る
こ
と
に
密
接
に
関
わ
り
が
あ

る
と
諭
す
こ
と
は
中
井
家
に
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
外
与
家
の
特

徴
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
中
井
家
で
は

「立
身
」
の
後
の

「出
世
」
と
は
別
家
に
な
る
こ
と
で
あ
る
と
明
示
的
に
諭
さ
れ
て
い

た
の
に
対
し
て
、
外
与
家
で
は

「立
身
」
と
い
う
用
語
を
伴
う
条
文

に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
九
条
に
、

「
一
手
代
別
宅
之
後

ハ
弥
々
身
持
堅
固
二
い
た
し
、
本
家
江
心
を
配

り
、
若
心
得
違
い
た
し
不
勤
之
者
有
之
ハ
内
々
呼
寄
能
々
申
諭
ス
ベ

し
」
云
々
と
、
ひ
た
す
ら
本
家

へ
の
忠
信
を
促
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
さ
ら
に
、
「出
世
」
と
い
う
用
語
は
い
ず
れ
の
条
文
に
も
見
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
数
多
く
残
さ
れ
た
外
与
家
の
家
訓

・
店
則
の
な
か
で

「出
世
」
と
い
う
用
語
を
持

つ
も
の
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
年
末
詳

な
が
ら
天
保
七
年
～
明
治
五
年
の
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る

「条
目

之
下
書
」
第
二
三
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔史
料
４
〕

一
召
仕
ヒ
之
内
間
二
合
不
申
者

ハ
、
是
迄
給
金
預
り
分
外
二
少
々

之
元
手
金
遣
し
退
身
為
致
可
申
事
、
役

二
も
達
ぬ
者
辛
抱
致
召

仕
候

へ
者
、
其
者

ハ
愚
昧

二
而
も
自
分
愚
と
思
ふ
者
者
無
之
、

傷
而
其
者
之
為
二
不
相
成
、
主
家
二
而
者
役

二
立
ぬ
者
ヲ
世
話

致
し
其
甲
斐
な
く
、
自
然
用
二
達
候
者
出
世
致
候
節

ハ
、
愚
成

者
程
偏
執
致
種
々
人
気
不
調
事
而
己
申
出
し
、
誠
二
家
之
不
孝



可
相
成
候
間
、
此
義
能
々
先
見
ヲ
致
、
速

二
退
身
為
致
、
其
替

り
役
ヲ
見
立
、
新
旧

二
不
抱
役
二
相
達
候
者
撰
出
し
可
申
事

右
の
条
文
に
お
け
る

「出
世
」
の
用
語
法
は
、
職
階
を
昇
進
す
る

と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
主

家
の
役
に
立

つ
者
が

「出
世
」
し
て
い
る
時
に

「愚
成
」
「召
仕
ヒ
」

が
奉
公
し
て
い
る
状
況
を
想
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「新
旧

ニ

不
抱
役

二
相
達
候
者
」
の
選
出
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
右
の

理
解
で
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
第
二
六
条
は
別
宅
と
な
っ
た
者
が
差

し
入
れ
る
べ
き

一
札
の
雛
形
を
併
記
し
て
い
る
が
、
異
本
に
よ
る
附

け
た
り
部
分
に
次
の
よ
う
な
文
言
が
見
ら
れ
る
。

〔史
料
５
〕

右

一
札
差
入
自
商
売
致
候
付
、
年
々
勘
定
記
本
家

へ
差
出
し
可

申
事
、
自
然
本
家
之
恩
沢
ヲ
思
ヒ
正
路

二
相
運
ヒ
、
年
増
立
身

之
姿

二
相
成
候
上
者
、
猶
又
本
家
よ
り
も
手
厚
世
話
ヲ
可
致
候

事
、
初
メ
よ
り
依
惜
贔
贋
之
取
斗
決
而
不
相
成
候

（下
略
）

す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
別
宅
を
創
設
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
独
立
営

業
者

（「自
商
士Ｆ
）
と
な
っ
た
者
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
者
が

「年

増
立
身
之
姿
」
と
な
っ
た
と
し
て
も
本
家
の
恩
沢
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
文
脈
で

コ
エ
身
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
用
法
で

は

「立
身
」
と
は
、
「自
商
売
」
の
成
功
、
ひ
い
て
は
致
富
の
状
態

を
意
味
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

「条
目
之
下
書
」
が
誰
の
手
に
な
る
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

天
保
十
三
年
九
月
に
没
し
た
九
代
目
文
成

（基
信
）
で
あ
れ
ば
晩
年

の
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
。
ま
た
、　
一
〇
代
目
で
あ
れ
ば
、
同

一
人
物

で
あ
り
な
が
ら
先
の

「心
得
書
」
と
は
異
な
る
用
語
法
で
あ
る
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に

一
〇
代
目
が

制
定
し
た
店
則
類
を
さ
ら
に
見
て
み
よ
う
。

明
治
五
年

「厳
改
正
」
な
る
全
二
九
条
の
店
則
が
残
さ
れ
て
い
る

が
、
第
二
条
は
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

〔史
料
６
〕

一
銘
々
若
時
よ
り
我
行
末
之
大
切
な
る
義
を
心
得
、
立
身
い
た
し

度
と
の
こ
ゝ
ろ
ざ
し
無
之
者

ハ
、
第

一
大
恩
受
シ
親
江
孝
道
も

不
相
立
且
不
忠
之
至
な
り
、
其
次
第

二
よ
り
末

ハ
難
義

二
落

入
、
是
則
我
身
し
ら
ず
と
申
事

二
候
、
依
而
此
度
改
正
い
た
し

候
義
速

二
相
用
不
申
者

ハ
、
其
侭
差
置
が
た
く
退
身
可
申
入
候

間
、
此
義
急
度
相
心
得
可
申
事

こ
の
条
文
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
奉
公
人
に
向
か
っ
て

「忠
孝
」

を
実
現
す
る
た
め
に
は

「立
身
い
た
し
度
と
の
こ
ゝ
ろ
ざ
し
」
を
持

つ
よ
う
に
諭
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
「忠
孝
」

を
媒
介
と
し
て
奉
公
人
に

「立
身
」
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
奉
公

ヘ

アフ



の
動
機
付
け
と
す
る
こ
と
は
、
中
井
家
の
店
則
と
共
通
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
中
井
家
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
明
和
八
年

（
一
七
七

一
）

七
月
に
制
定
さ
れ
た

「定
」
の
第

一
条
と
し
て
登
場
し
て
い
た
こ
と

と
比
べ
れ
ば
、
外
与
家
に
お
け
る
強
調
は
新
時
代
の
到
来
を
画
期
と

し
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
「厳
改
正
」
第
二
六
条
は

「重
役
」
の

者
に
対
す
る
心
得
を
諭
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
条
文
に
は

「取

訳
次
役
若
衆

ハ
別
而
末
も
長
ク
殊
二
さ
か
ん
な
る
身
二
し
て
、
行
末

立
身
ヲ
猶
々
い
た
さ
ね
ハ
な
ら
ぬ
事
」
と
い
う

一
節
が
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
の

「立
身
」
は
明
ら
か
に

「次
役
」
よ
り
も
上
位
の
役

（店

帳
場
役
、
別
家
）
に
昇
進
す
る
こ
と
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、　
一
〇
代
目
の
用
語
法
と
し
て

は
、
こ
の
時
点
で
も

「立
身
」
す
る
こ
と
は
職
階
を
昇
進
す
る
こ
と

と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
十
九
年
、
晩
年
の

一
〇
代
目
は

「本
家
方
分
改

正
」
に
次
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。

〔史
料
７
〕

一
倹
約
と
勉
励
之
二
門
よ
り
出
世
有
之
事

是
二
付
、
若
キ
わ
我
身
／
ヽ

一
分
之
身

二
付
、
喰
事
着
用
小
入

費
と
ヲ
い
た
さ
ぬ
も
の
ハ
米
ツ
ブ
シ
人
間
二
而
、
世
界
の
場
ふ

さ
げ
者

二
而
、
天
も
ニ
ク
ミ
た
も
ふ
と
云
事
、
尤
も
運

ハ
は
こ

ぶ
と
い
ふ
事
お
も
ひ
し
る
べ
し
、
ま
た
行
末

一
家
ヲ
立
テ
、
家

内
ケ
ン
ゾ
ク
ヲ
道
引
キ
相
続
可
致
と
心
得
之
有
ル
者

ハ
、
別
而

其
お
も
ひ
こ
れ
あ
ら
ず

ハ
あ
る
べ
か
ら
ず

但

シ
、
此
お
も
ひ
無
之
者

ハ
、
親
江
不
孝
、
主
人
江

ハ
不

忠
、
依
而
壱
人
毎

二
急
度
改
正
し
て
諸
事
相
慎
ミ
、
人
道
を

相
守
れ
バ
、
其
人

ハ
富
貴
な
る
べ
し

右
に
示
さ
れ
た
晩
年
の

一
〇
代
目
の
心
性
は
、
こ
れ
ま
で
触
れ
て

き
た
観
点
と
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
注
目
さ
れ
る
こ
と

は
、
「出
世
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か

も
、
こ
の

「出
世
」
は

「富
貴
」
と
結
び
つ
い
た
も
の
と
な

っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
「富
貴
」
は
、
「行
末

一
家
」
を
立
て
家
の
永
続
を
図

る
こ
と
で
実
現
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
再
々
述
べ
て
い

る
ご
と
く
中
井
家
の
家
訓

・
店
則
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
同

一

で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
「忠
孝
」
に
加
え
て

「人
道
」
を
守
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。　
一
〇
代
目
が

「出
世
」
は

「富
貴
」
に
な
る

こ
と
と
同
義
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
何
時
か
ら
な
の
か
、
そ

れ
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、　
一
〇
代
目
の

「立
身
」
「出
世
」

の
用
語
法
を
見
る
限
り
で
は
、
先
の

「条
目
之
下
書
」
は
や
は
り
九

代
目
の
手
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
外
与
家
に
お
い
て
は
、
九
代
目
当
主
は



「
立
身
」
と
は

「自
商
売
」
に
成
功
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「出
世
」

と
は
職
階
を
昇
進
す
る
も
の
と
考
え
た
が
、　
一
〇
代
目
は

「立
身
」

す
る
こ
と
が
職
階
を
昇
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「出
世
」
は
別
家
と

な
り

「富
貴
」
と
な
る
こ
と
と
考
え
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は

「忠
孝
」
を
尽
く
す
こ
と
に
よ
り
実
現
で

き
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て

「人
道
」
を
重
視
す
る
と
こ

ろ
に
外
与
家
の
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
一　

外
村
宇
兵
衛
家

の
家
訓

外
村
宇
兵
衛
家
は
、
六
代
日
外
村
与
左
衛
門
浄
秋
の
末
子
宇
兵
衛

嘉
久
が
分
家
し
て
立
て
ら
れ
た
家
で
あ
る
。
宇
兵
衛
家
は
、
当
初
は

本
家
与
左
衛
門
家
と
の
共
同
出
資
に
よ
る
経
営
を
行

っ
て
い
た
が
、

文
化
十
年

（
一
八

〓
こ

〓
一七
歳
の
年
よ
り
独
立
し
て
商
売
を
始

め
た
。
当
家
に
残
さ
れ
た
、
安
政
三
年

（
一
八
五
一Ｃ

八
月
制
定
の

「家
訓
」
に
も

「立
身
」
「出
世
」
の
用
語
が
見
ら
れ
る
。
「家
訓
」

が
制
定
さ
れ
た
安
政
三
年
は
、
同
時
期
に
本
家
与
左
衛
門
家
に
お
い

て
も

「作
法
記
」
。
「心
得
書
」
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
両
家
に
と
っ

て
経
営
上
、　
一
つ
の
画
期
と
な

っ
た
年
で
あ

っ
た
。

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
こ
の

「家
訓
」
は
全
五
条
か
ら
な
る
が
、
宇

兵
衛
は
こ
れ
ら
五
条
を
そ
れ
ぞ
れ

「忠
孝
仁
義
誠
」
の

「
五
道
」
と

し
て
と
ら
え
、
質
素
倹
約
を
守
り
、
家
業
に
精
を
出
し
、
「銘
々
脩

身
」
に
励
む
こ
と
を
誡
め
て
い
る
。
「立
身
」
「出
世
」
は
、
そ
の
第

二
条
、
す
な
わ
ち

「孝
」
を
説
く
条
文
に
記
さ
れ
て
い
る
。
い
さ
さ

か
長
く
な
る
が
、
全
文
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

〔史
料
８
〕

一
孝
者
万
善
之
本
と
古
書
に
も
見

へ
候
而
、
尤
大
切
之
事
に
候
、

孝
と
申
候
も
忠
と
申
候
も
本
来

一
致
に
て
、
親
に
事

候

則

孝

と
申
候
、
主
人
に
仕

へ
候
則
忠
と
申
事
に
候
、
両
親
之
心
に
て

は
主
家
を
憑
、
売
買
之
筋
に
通
達
し
、
無
事
に

一
家
を
脩
、
後

必
出
世
為
致
度
、
慈
愛
之
厚
よ
り
遠
方
之
厭
も
な
く
、
奉
公
に

出
し
候
上
は
、
父
母
之
心
に
不
違
を
孝
と
申
候
、
孝
を
存
候

へ

者
忠
に
至
り
、
忠
を
存
候
得
者
孝
に
至
り
申
候
、
主
家
之
職
業

入
情
致
候
も
、
後
々
我
創
業
之
稽
古
に
て
、
身
を
た
つ
る
の
基

に
候
間
、
専
心
を
尽
し
修
行
可
被
致
事
に
候
、
然
ル
則
父
母
も

安
堵
し
忠
孝
共
に
全
く
、
自
然
天
慮
に
協
、
其
身
之
後
栄
無
疑

候
、
主
家
之
職
業
を
疎
に
し
立
身
之
基
を
失
ひ
、
徒
犬
馬
の
齢

を
重
ね
、
後
悔
致
候
共
其
詮
無
之
候
、
矧
や
酒
色
に
耽
り
、
君

父
の
恩
義
を
忘
却
し

一
生
を
誤
り
候
様
し
不
少
、
深
畏
恥

へ
き

事
に
候
、
然
者
相
互
に
警
誡
し
て
厚
孝
道
を
心
か
け
申
度
事
に

候



さ
て
、
右
に
述

べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「忠
孝
」
と
は
本
来
同

一
の
も
の
で
あ
り
、
親
に
仕
え
る
と
き
は

「孝
」、
主
人
に
仕
え
る

と
き
は

「忠
」
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
親
は
、
子
供
が
商
売
の
筋

に
通
達
し
て

「
一
家
を
脩
」
め
、
後
に
必
ず

「出
世
」
さ
せ
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
奉
公
に
出
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
親
の
思
い
を

叶
え
る
た
め
に
は
、
奉
公
に
上
が
っ
た
上
は
、
「主
家
之
職
業
」
に

精
を
出
し
て
勤
め
る
事
が
大
切
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
奉
公
人

と
し
て
主
家
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
後
に

「我
創

業
」
の

「稽
古
」
と
も
な
る

「修
行
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
「身
を
た

つ
る
の
基
」
、
す
な
わ
ち

「立
身
之
基
」
は

「主
家
之
職
業
」
に
誠

心
を
尽
く
す
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
が

「忠

孝
」
を
体
現
す
る
こ
と
と
な
り
、
ひ
い
て
は

「天
慮
」
に
も
叶
い
、

奉
公
人
に
と
っ
て
も

「後
栄
」
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
宇
兵
衛

は
、
こ
の
よ
う
に
誡
め
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

親
が
子
供
を
奉
公
さ
せ
る
思
い
を
強
調
し
て
主
家

へ
の

「忠
」
を

正
当
化
す
る
説
明
は
、
中
井
家
の
例
と
共
通
し
て
い
る
。
中
井
源
左

衛
門
は
、
「惣
而
奉
公

二
出
る
も
の
ゝ
親
者
、
御
主
人
之
用

二
も
相

立
、
其
御
蔭

二
而
行
末
宿
を
持
候
様
、
朝
暮
願
ふ
事

二
候
、
弥
励
忠

勤
候

ハ
ヽ
、
御
主
人
者
不
及
申
、
天
道
之
蒙
憐
を
忠
孝
之
道

二
叶

ひ
、
子
孫
繁
盛
無
疑
候
」
と
諭
し
て
い
た
。
中
井
源
左
衛
門
が
組
み

立
て
た
論
理
は
、
外
村
宇
兵
衛
と
同

一
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
宇
兵
衛
が
、
中
井
源
左
衛
門
の
制
定
し
た

「定
」
を
目
に
し

た
と
い
う
明
証
は
な
い
が
、
「忠
孝
」
と

「主
家

（主
人
Ｙ

奉
公

人
」
と
の
関
係
の
あ
り
か
た
の
論
理
を
展
開
す
る
と
、
共
通
し
た
理

解
に
達
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
宇
兵
衛
は
、
奉
公
人
が

「主
家
之
職
業
」
に
入
精
す

る
こ
と
に
よ
り

「立
身
」
し
、
そ
の
後
に

「
一
家
を
脩
」
め

「我
創

業
」
す
る
こ
と
を

「出
世
」
と
考
え
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
「出
世
」
す
れ
ば

「後
栄
」
の
可
能
性
が
あ
り
、
そ

れ
は
子
々
孫
々
の
繁
盛

へ
と
繋
が
る
も
の
と
諭
し
た
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
外
与
家
で
は

「人
之
道
」
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
宇

兵
衛
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。
宇
兵
衛
に

お
い
て
は
、
「
五
道
」
の
う
ち

「誠
」
に
関
わ
っ
て
述

べ
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、
「誠
者
天
之
道
也
、
思
誠
者
人
之
道
也
と
中
庸
に

も
出
て
、
五
常
五
倫
之
道
も
此
誠
に
帰
し
、
今
天
下
之
交
易
売
買
も

相
互
に
誠
の

一
字
を
以
、
無
滞
相
成
候
事
二
而
、
人
間
に
重
き
こ
と

此
誠
よ
り
大
な
る
ハ
無
之
候

（後
略
ご

と
し
て
い
る
。
全
体
的
に

は
対
人
関
係
に
お
け
る
尊
敬

・
謙
遜

・
忍
耐
を
説
く

一
節
と
し
て
説

諭
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「人
之
道
」
は
生
き
た
人
間
に
と
っ

て
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
理
想
的
な
あ
り
方
は
自
分
の
努
力
で



実
現
で
き
る
も
の
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「人
之
道
」
を
重
視
す
る

こ
と
は
、
宇
兵
衛
家
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

２つ
。

〓
一　

塚
本
定
右
衛
門
定
悦

の
家
訓

塚
本
定
右
衛
門
家
は
神
崎
郡
川
並
村

（現
五
個
荘
町
川
並
）
に
所

在
し
、
「紅
定
」
の
名
で
知
ら
れ
る
商
人
で
あ
る
。
初
代
の
定
右
衛

門
定
悦
は
、
寛
政
元
年

（
一
七
八
九
）
に
生
ま
れ
、
文
化
四
年

（
一

八
〇
七
）
か
ら
行
商
を
始
め
、
同
九
年
に
は
甲
府
に
店
を
構
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
定
右
衛
門
名
は
、
天
保
四
年

（
一
八
一壬
こ

に
初
代

が
久
蔵
か
ら
改
名
し
た
も
の
で
、
法
名
が
定
悦
で
あ
る
。
幕
末
期
以

降
に
隆
盛
を
遂
げ
て
い
く
当
家
の
家
訓

・
店
則
類
に
つ
い
て
も
い
く

つ
か
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
ま
た
、
経
営

の
実
態
が
知
ら
れ
て

（‐７
）

い
る
。
本
稿
で
は
、
「立
身
」
「出
世
」
と
い
う
用
語
法
の
検
討
を

行

っ
て
い
る
が
、
こ
の
観
点
か
ら
み
る
と
当
家
の
家
訓
で
は
定
悦
制

定
の
二
点
が
対
象
と
な
る
。
す
で
に
こ
の
う
ち

一
点
の
史
料
に
つ
い

（‐８
）

て
は
柴
田
純
氏
に
よ
る
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
重
複
を
恐
れ
ず

に
検
討
し
た
い
。

さ
て
、
定
悦
が

「立
身
」
「出
世
」
に
つ
い
て
触
れ
た
家
訓
に
は
、

「嘉
永
元
戊
申
冬
十
月
二
日
」
に
甲
州
に
て
染
筆
さ
れ
、
「
甲
州
店

支
配
方
先
　
利
兵

へ
に
預
ケ
渡
」
さ
れ
た

『規
則
守
福
路
』
な
る
表

題
の
小
冊
子
に
収
め
ら
れ
た

「塚
本
家
掟
書
之
事
」
が
あ
る
。
そ
こ

で
は
、
三
〇
条
に
わ
た
っ
て
奉
公
人
た
ち
が
商
業
活
動
を
行
う
う
え

で
留
意
す
べ
き
こ
と
が
記
さ
れ
、
そ
れ
ら
が

「当
家
之
掟
故
、
必
等

閑
に
相
心
得
間
敷
候
、
精
々
心
を
込
め
相
守
家
業
出
精
可
致
候
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
倹
約
す
る
こ
と
、
相
場
を
勘
案
す
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。

〔史
料
９
〕
（柴
田
純
氏
紹
介
よ
り
引
用
）

右
之
規
方
自
他
共
猥
り
に
致
候
者

二
者
急
度
越
度
可
申
付
候
、

努
々
無
怠
相
は
け
ミ
主
人
に
忠
を
思
ひ
自
分
も
立
身
の
期
可
心

懸
候
、
（下
略
）

こ
の

一
節
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
定
悦
は
主
人
に
は
忠
を
尽
く

す

一
方
で
、
奉
公
人
自
身
も

「立
身
の
期
」
を
心
懸
け
る
こ
と
を
諭

し
て
い
る
。
「立
身
の
期
」
と
は
、
恐
ら
く
別
家
に
な
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
家
訓
が
記
さ
れ
た

小
冊
子
は

「
甲
州
店
支
配
方
先
　
利
兵

へ
に
預
ケ
渡
」
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
末
尾
の

「尚
々
」
書
き
に

「此
書
を
預
り
候
者
を
支

配
の
印
と
さ
た
む
べ
し
、
立
身
の
後
、
次
の
者
に
譲
り
候
ハ
ヽ
主
人

江
相
届
ケ
候
上
、
其
さ
し
図
を
以
て
相
渡
し
可
申
候
」
と
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
こ
の
小
冊
子
は

「
甲
州
店
支
配
方
」
の
者
が

「支
配

の

8′



印
」
と
し
て
主
人
か
ら
預
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
「支
配
方
」

か
ら

「立
身
」
し
た
後
に
は
、
次
の
担
当
職
者
に
譲
ら
れ
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
以
上
、
「立
身
の
期
」
と
は

「支
配
方
」
以
上
の
職
階

に
な
る
こ
と
、
恐
ら
く
は
別
家
に
な
る
こ
と
と
判
断
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
家
訓
は
、
右
の
奉
公
人
に
対
す
る
申
し
諭
し
に
次
い

で
、
小
間
物

・
太
物
類

・
呉
服
類
の
具
体
的
取
引
方
法
を
記
し
、
最

後
に
定
悦
の
到
達
し
た
商
人
観
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

「今
日
主
人
あ
る
者

ハ
主
人
に
仕

へ
、
親
有
者

ハ
其
親
に
つ
か
ゆ
る

に
日
務
を
行
ひ
、
か
せ
ぎ
て
身
を
立
、
家
を
お
こ
し
、
親
主
人
に
忠

孝
を
つ
く
し
、
安
楽
に
見
届
け
給
は
で
ハ
人
間
の
役
目
立
が
た
し
」

と
記
し
た

一
節
が
あ
る
。
「身
を
立
」
て
る
こ
と
は

「家
を
お
こ
」

す
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
人

・
親
に
忠
孝
を
尽
く
す
こ
と
と
同
義

な
の
で
あ
り
、
「人
間
の
役
目
」
な
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
「立
身
」
と
は
主
家
か
ら
独
立
し
別
家
と
な
り
自
営
す

る
こ
と
を
指
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
定
悦
に
は

「出
世
」
と
い
う
用
語
が
見
出
せ
な
い
の
か

と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
右
の
商
人
観
を
記
し
た
条
文
に
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

〔史
料
１０
〕

（好
）

一
人
出
世
立
身
せ
ん
と
思

ハ
ヽ
兼
光
法
師
か
徒
然
草
に
言
る
如

く
、
万
の
事
外
に
求
む
へ
か
ら
す
、
只
こ
ゝ
も
と
を
正
し
く
す

べ
し
、
清
献
公
か
詞
に
も
、
好
事
を
行
じ
て
前
程
を
問
ふ
事
な

か
れ
、
世
を
た
も
た
ん
道
も
か
く
や
あ
ら
ん
と
、
誠
に
此

一
言

味
ふ
べ
し
／
ヽ

定
悦
が

「出
世
立
身
」
と
述
べ
る
と
き
、
「立
身
」
と

「出
世
」

と
は
別
の
概
念
と
し
て
考
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
「出
世
」
と
は
職

階
を
昇
進
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
た
ん
に

「出
世
立
身
」
と
い
う
四
字
用
語
で
同
義
で
理
解
し
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
も
う

一
通
の
家
訓
の
検
討
に
移
る
。

嘉
永
二
年
、
定
悦
は

「
一
代
口
上
書
」
な
る
巻
物
を
認
め
て
い

る
。
こ
れ
は

「還
暦
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、　
一
代
口
上
書
と
し
て

自
ら
の
人
生
を
振
り
返
り
、
家
内
の
も
の
の
た
め
に
略
歴
と
教
訓
を

記
し
た
」
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

〔史
料
＝
〕

（イ
）

御
地
頭
様
る

一
本
宗
旨
頂
戴
致
、
御
本
山
よ
り
定
衆
庵
名

ヲ
頂
戴
致
シ
、
是
も
出
世
之
事

二
候

（
口
）

六
十

一
歳
と
相
成
候
二
附
、
音
わ
本
家
か
へ
リ

ニ
は
紅
衣

類
用
ひ
候
咄
シ
、
依
之
我
其
心

二
任
候
、
万

一
家
内
井

二
若
者

之
内
心
江
違
、
其
身
勝
手
都
合
能
斗
を
み
な
ら
ひ
候
も
可
有

之
、
前
後
働
弁
な
く
候
時
、
本
人
出
世
之
妨
、
我
家
く
す
れ
ニ



も
可
相
成
、
（後
略
）

（イ
）
の
史
料
か
ら
、
定
悦
は

「御
地
頭
」
で
あ
る
大
和
郡
山
藩
主

か
ら
宗
門
改
め
に
お
け
る
特
別
待
遇
を
受
け
る
こ
と
と
、
「御
本
山
」

の
東
本
願
寺
か
ら

「定
衆
庵
名
」
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
を

「是
も
出

世
之
事

二
候
」
と
考
え
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ら
は
、
恐
ら
く
献

金
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
少
な

く
と
も

一
般
の
百
姓
身
分
の
人
々
と
は
異
な
っ
た
待
遇
を
権
力

・
権

威
者
か
ら
受
け
る
こ
と
も

「出
世
」
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。
Ｔ

）
の
史
料
で
は
、
「出
世
」
が
妨
げ
ら
れ
れ
ば

相
即
的
に

「我
家
」
を
崩
す
こ
と
に
な
る
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。
「家
」
を
崩
さ
ず
に
お
く
と
い
う
こ
と
は
、
家
の
永
続
を

果
た
す
た
め
に
は
身
勝
手
な
考
え
で
勤
め
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
そ
の
よ
う
な
永
続
さ
れ
る
べ
き

「家
」
は
、
い
わ
ゆ
る
家

名

。
家
産

。
家
業
が

一
体
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
か
る

「家
」

の
永
続
も

「出
世
」
を
体
現
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
よ
う
な

「出
世
」
観
は
、
身
分
制
的
な
枠
組
み
の
な
か
に

あ
っ
て
あ
る
程
度
の
称
誉
を
伴
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
定
悦
は
嘉
永
五
年
四
月

一
〇
日
に
彦
根
藩
井
伊
家
か
ら

一
五
人

扶
持
を
与
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
時
に

「扶
持
頂
戴
致
、
家
長
久
大
慶

至
極

二
奉
存
候
」
と

「
一
代
口
上
書
」
に
記
し
て
い
る
。
井
伊
家
の

扶
持
人
に
な
る
こ
と
が

「家
長
久
、
大
慶
至
極
」
と
考
え
る
こ
と

も
、
右
に
述
べ
た
こ
と
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
「出
世
立
身
」
は
当
家
に
あ

っ
て
職
階
を
昇
進
し
、

そ
の
後
に
、
人
生
を
通
じ
て

「
こ
ゝ
も
と
を
正
し
く
」
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
永
続
す

べ
き

「家
」
の
達
成

（「家
長
久
し

を
前
提
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

四
　
市

田
清
兵
衛
家
、
小
澤
謂
鳳

の
家
訓

外
村
与
左
衛
門

。
同
宇
兵
衛

・
塚
本
定
悦
は
神
崎
郡
五
個
荘
地
域

の
商
人
と
い
う
共
通
項
が
あ
り
、
同
村
も
し
く
は
隣
村
に
あ

っ
て
商

人
と
し
て
活
躍
し
た
時
期
が
重
な

っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「立

身
」
「出
世
」
観
が
相
互
に
影
響
し
あ
い
共
通
し
た
と
も
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
少
な
か
ら
ず
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
中
井
源
左
衛
門
家
は
蒲
生
郡
日
野
地
域
の
商
人
で

あ

っ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
近
江
国
内
の
他
地
域
の
商
人
に

つ
い
て
も
目
を
向
け
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
章
で
は
蒲
生
郡
八

幡

（現
近
江
八
幡
市
小
幡
町
）
の
市
田
清
兵
衛
家
、
野
洲
郡
大
篠
原

（現
野
洲
町
大
篠
原
）
の
小
澤
市
鳳
の
家
訓
類
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
市
田
清
兵
衛
家
の
文
政
十
三
年

（
一
八
三
〇
）
十
二
月
制



定
の

「定
」
第
八
条
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

〔史
料
１２
〕

一
八
幡
様
御
召
支
者
鳩
な
り

是
者
油
商
売
之
守
神

二
候
間
、
此
鳥
取
押

ヘ
ヘ
か
ら
す
事

右
両
鳥

（鳥

・
鳩
…
…
筆
者
注
）
取
押
江
喰
事
致
候
も
の
者
、

立
身
出
情
不
相
成
候
間
、
互
に
相
慎
可
申
候
事

こ
の

「定
」
は

一
〇
代
清
兵
衛
直
良
が
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
年
、
市
田
家
で
は
店
勘
定
仕
法
を
改
め
た
経
営
上
の
画
期
で
も

あ
っ
た
。
そ
の

一
環
と
し
て

「定
」
は
制
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
「立
身
出
情
」
の
用
語
は
、
熊
野
社
の
神
鳥
で
あ
る
鳥
や
日
牟

礼
八
幡
宮
の
神
鳥
で
あ
る
鳩
を
捕
ら
え
た
り
、
食
べ
る
こ
と
を
制
止

す
る
条
文
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
鳥

・
鳩
と
い
っ
た
神
の

「
召
支
」
い
に
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
、
「立
身
出
情
」
が
で
き
な

い
と
誠
め
て
い
る
。
こ
こ
で
具
体
的
に

「立
身
出
情
」
と
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
あ
る
か
は
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
市
田
家
に
お
い

て
も

「立
身
出
情
」
と
い
う
観
念
、
も
の
の
考
え
方
が
存
在
し
た
こ

と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
市
田
家
に
は
正
徳
年
間

（
一
七

一
一
～

一
五
）
頃
に

三
代
目
清
兵
衛
が
定
め
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

「家
則
」
が
残

さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「家
則
」
は
井
上
政
共
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た

も
の
で
、
宮
本
又
次
氏
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

「家

則
」
の
制
定
は
、
「営
業
の
核
と
な
る
高
崎
店
の
経
営
基
盤
が
あ
る

（２４
）

程
度
固
ま
っ
た
こ
と
」
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「家
則
」
は
全

一
〇
条
か
ら
な
る
が
、
そ
の
奥
書

に

「右
ノ
箇
条

各
々
堅
ク
相
守
り
、
立
身
出
世
ス
ベ
シ
」
と
あ
る
。
も
し
、
こ
の

「家
則
」
が
正
徳
年
間
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
「立
身
出

世
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
家
訓

・
店
則
と
し
て
は
、
管
見
の
範
囲

で
は
最
も
古
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

「家
則
」
の

制
定
時
期
の
推
定
は
誤
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
制
定
条
文
全
体
の
中
に

「候
」
と
い
う
文
字
は

一
字
も
見
当
た

ら
な
い
。　
一
般
的
に
近
世
期
の
文
書
で
あ
れ
ば
、
全
く

「候
」
を
用

い
ず
に
文
章
を
書
く
こ
と
は
異
例
で
あ
ろ
う
。
仮
に
百
歩
譲

っ
て
、

「
候
」
抜
き
の
家
訓

・
店
則
を
制
定
し
た
と
し
て
も
、
「家
則
」
の

留
文
言
は

「立
身
出
世
ス
ベ
キ
者
也
」
と
書
か
れ
る
の
が
通
例
で
あ

ろ
う
。
「家
則
」
は
、
後

に
安
永
四
年

（
一
七
七
五
）
九
月
制
定

の

「高
崎
店
定
目
下
書
」
と
共
通
す
る
条
文
も
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
も

「右
之
趣
堅
相
守
り
可
申
者
也
」
と
あ
る
。
さ
ら
に

「家
則
」
第
七

条
は
、
ヨ

金
銀
出
入
勘
定
ノ
時

ハ
、
支
配
人
及
ビ
番
頭
立
会

ニ
テ

相
改
メ
、
資
本
繰
廻
シ
方
粗
末
ナ
キ
様
、
相
心
得
ベ
キ
事
」
と
さ
れ

て
い
る
が
、
「高
崎
店
定
目
下
書
」
第
四
条
は
、
三

金
銀
出
入
り
勘



定
市
毎
に
支
配
人
井
頭
分
者
相
加
り
立
合
相
改
可
申
候
、
尤
取
遣
大

切
二
可
致
義
不
申
及
、
常
に
日
相
勘
定
ヲ
相
弁
繰
廻
シ
角
末
無
之
様

可
相
心
得
候
、
（下
略
ご

と
あ
る
。
「家
則
」
に
あ
る

「資
本
繰
廻

シ
方
粗
末
ナ
キ
様
」
と
い
う
表
現
は
い
か
に
も
近
代
的
表
現
で
あ

り
、
む
し
ろ

「日
相
勘
定
ヲ
相
弁
繰
廻
シ
角
末
無
之
様
」
と
い
う
表

現
が
近
世
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「資
本
」
と
い
う

用
語
が
何
時
か
ら

一
般
的
と
な
る
の
か
浅
学
に
し
て
知
ら
な
い
が
、

市
田
清
兵
衛
家
文
書
に
残
さ
れ
た
近
世
期
の
家
訓

。
店
則
に
は
見
当

た
ら
な
い
。
ま
た
、
史
料
が
全
て
漢
字

・
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、
変
体
仮
名
を
用
い
る
近
世
史
料
か
ら
忠
実
に
翻
刻
し
た

の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
、
「家

則
」
は
井
上
政
共
氏
が
閲
覧

・
翻
刻
し
た
時
点
で
改
宜
と
ま
で
は
い

え
な
い
が
、
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
年
代
比
定
を
誤
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
何
時
の
時
点
の
も
の
か
と
断
定
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ

り
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
本
稿
で
は
、
と
も
か
く
も
市
田
清
兵

衛
家
に
お
い
て
も
奉
公
人
に
対
し

「立
身
出
世
ス
ベ
シ
」
と
鼓
舞
し

た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
し
て
お
き
た
い
。

次
に
、
小
澤
斎
鳳
が
天
保
十
四
年

（
一
八
四
こ

に
書
き
記
し
た

『童
子

一
百
集
』
の
検
討
に
移
る
。
こ
の
史
料
は
、
小
澤
七
兵
衛
家

一
〇
代
目
の
六
郎
左
衛
門
正
美

（蒲
鳳
は
雅
号
）
が
子
孫

・
奉
公
人

へ
の
誡
め
と
し
て
書
き
残
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
歌
の
形
で
諭
し
て

い
る
と
い
う
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
二
〇
〇
首
余
り
詠
ま

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
第
四

。
一
〇

・
一
五
六
首
は
次
の
よ
う
で

あ

っ
た
。

〔史
料
１３
〕

四
　
　
　
奉
公
は
主
人
の
た
め
と
思
ふ
な
よ
、
我
が
身
を
た
つ
る

た
め
に
あ
ら
ず
や

一
〇
　
　
出
精
を
ば
望
み
て
奉
公
す
る
人
は
、
主
人
大
事
に
か
た

く
勤
め
よ

一
五
六
　
一工
身
も
出
世
も
早
ふ
思
ふ
な
よ
、
天
よ
り
我
れ
と
ひ
と

り
よ
び
出
す

右
の
史
料
か
ら

一
見
し
て
分
か
る
こ
と
は
、
講
鳳
も
ま
た

「立

身
」
と

「出
世
」
は
異
な
る
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
「身
を
た
つ
る
」
こ
と
と

「出
精

・
出
世
」
の
違
い
は
、
判

然
と
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
例
え
ば

「
四
三
　
若
き
と
き
三
度
は

な
い
ぞ
よ
働
け
よ
、
か
ね
を
も
ふ
け
て
老
の
た
の
し
み
」
と
か

「
一

五
九
　
勤
て
金
を
も
ふ
け
て
蔵
立
て
、
ま
た
勤
と
や
と
ふ
身
と
な

れ
」
と
教
え
て
い
る
こ
と
を
み
る
な
ら
ば
、
「
か
ね
」
を
儲
け
る
こ

と
が
奉
公
を
勤
め
る
こ
と
の
最
終
日
標
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い



る
。
そ
れ
は
、
「蔵
」
を
建
て
、
奉
公
人
を
一屋
う
よ
う
な
自
営
業
者

に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
か
か
る
生
活
は

「老
の
た
の
し
み
」

へ
と
結

実
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
奉
公
人
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
学
び
、
自
分
を
律
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
要
請
は

「
二
四
　
辛
抱
と
家
業
正
直
三
ツ
の
道
、
す
ぐ
に
通
ふ
れ
ば
金
の
山

有
」
と
す
る
よ
う
に
、
「辛
抱

。
家
業

・
正
直
」
で
あ
っ
た
。

右
に
掲
げ
た
歌
を

一
読
す
る
限
り
で
は
、
極
め
て
即
物
的
な
こ
と

が

「立
身

・
出
世
」
の
内
容
と
し
て
揚
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
教
え
は
、
奉
公
す
る
期
間
で
体
得
し
た

深
い
道
徳

・
倫
理
観
を
身
に
つ
け
た
者
が
到
達
で
き
る
こ
と
な
の
だ

と
諭
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
話
鳳
の
い
う

「立
身

・

出
世
」
は
職
階
を
昇
進
す
る
こ
と
、
経
済
的
に
豊
か
に
な
る
こ
と
の

い
ず
れ
の
方
か
を
断
定
す
る
こ
と
は
保
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
少
な
く
と
も
奉
公
人
に

「立
身

。
出
世
」
を
謳
っ
た
こ
と
は
確

認
で
き
る
だ
ろ
う
。

結
び

に
代

え

て

以
上
、
纏
々
述
べ
て
き
た
こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
近
世
後
期

の
近
江
商
人
の
家
訓

・
店
則
に
は
、
奉
公
人
に
対
し
て

「立
身

・
出

世
」
す
る
こ
と
を
謳

っ
た
も
の
が
、
地
域
を
超
え
て
残
さ
れ
て
い

る
。
右
に
紹
介
し
た
も
の
以
外
に
も
、
愛
知
郡
小
田
苅

（現
湖
東
町

小
田
苅
）
の
小
林
吟
右
衛
門
家
の
嘉
永
年
間

（
一
八
四
八
～
五
一こ

制

定
と
推
測
さ
れ
る

「示
合
之
条
目
」
に
も
、
「支
配
人
よ
り
身
上
ヲ

慎
、
下
々
手
代
子
供
二
至
迄
、
盛
長
出
世
ヲ
可
致
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
職
階
を
昇
進
す
る
意
味

で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
ま
た
、
蒲
生
郡
中
在
寺

（現
日
野
町
中
在
寺
）
に
本
家
を
置

き
、
寛
延
二
年

（
一
七
四
九
）
以
来
、
武
蔵
国
秩
父
の
大
宮
郷
で
酒

造
店
を
営
ん
だ
矢
尾
家
四
代
目
喜
兵
衛
も
、
安
政
元
年
二
月
に
小
林

吟
右
衛
門
と
座
談
し
た
と
き
を
述
懐
し
た
記
録
に
も

「立
身
」
と
い

（２７
）

う
用
語
で

「大
身
代
」
に
な
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
見
る
と
、
近
江
商
人
の
精
神
世
界
に
お
い
て
は
、
立
身

。
出
世
は

そ
の
意
味
す
る
こ
と
の
交
差

。
同
義
化
は
見
ら
れ
る
と
し
て
も
、
深

く
刻
印
付
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

犬
上
郡
豊
郷
村
八
日
に
本
家
を
置
い
た
伊
藤
忠
兵
衛
家
が
、
明
治

二
十
六
年

（
一
八
九
二
）

一
月

一
二
日
に
制
定
し
た
店
法
の

「店
法

則
趣
意
」
に

「
一
、
四
恩
ヲ
思
ヒ
以
テ
立
身
出
世
ノ
志
ヲ
励
マ
ス
ベ

シ
」
と
店
員
を
鼓
舞
し
、
か
つ

「出
世
店
員
」
と
い
う
名
称
の
店
員

の
具
体
的
規
定
を
定
め
た
の
も
、
伊
藤
忠
兵
衛
も
ま
た
近
江
商
人
の

（２８
）

精
神
世
界
を
明
治
期
に
引
き
継
い
だ
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

「出
世
店
員
」
と
は
、
「本
人
が
望
み
、
本
人
の
成
績
し
だ
い
で
は
、



将
来
別
家
格
、
別
家
と
な
っ
て
伊
藤
家
の
一
族
関
係
に
入
り
、
そ
の

生
涯
が
保
証
さ
れ
る
者
の
こ
と
で
あ
る
。
正
式
の
手
続
を
経
て
入
店

し
て
永
年
勤
続
し
、
基
準
に
達
し
た
と
き
別
家
格
に
登
用
さ
れ
る
、

い
わ
ば
子
飼
い
の
店
員
」
を
指
し
た
。
こ
の
よ
う
な

「出
世
店
員
」

と
別
途
採
用
の

「一雇
用
店
員
」
と
の
併
存
は
、
近
世
的
な
人
事
雇
用

と
昇
進
制
度
が
近
代
的
制
度
に
変
換
す
る
過
渡
的
な
時
期
に
対
応

し
、
伊
藤
商
店
に
と
っ
て
は
適
合
的
な
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
中
で
店
員
た
ち
も
、
「自
立
し
よ
う
と
す
る
当
初
の
店
員
た
ち

の
目
標
も
、
店
で
出
世
し
よ
う
と
す
る
方
向
に
変
化
し
、
生
涯
を
店

に
捧
げ
る
こ
と
と
自
己
の
幸
福
と
の

一
致
点
を
み
い
だ
す
よ
う
に

な
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
右
の
評
価
は
、
「出
世
」
が
店
内
で

の
職
階
の
昇
進

（重
役
就
任
）
を
意
味
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
近
代
性
を
感
じ
る
が
、
し
か
し
、
「出
世
」
が
店
内
の
職
階

を
昇
進
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
店
内
に
お
け
る
地
位
が
上
昇
す
る

こ
と
に
よ
り

「自
己
の
幸
福
」
が
達
成
さ
れ
る
と
考
え
る
思
潮
が

一

般
的
に
な

っ
た
こ
と
を
反
映
す
る
理
解
で
も
あ
ろ
う
。

ま
た
、
も
う

一
例
を
加
え
る
な
ら
ば
、
先
に
触
れ
た
塚
本
定
悦
の

孫
に
あ
た
る
二
代
目
塚
本
源
二
郎
玄
翁
は
、
大
正
十
五
年

（
一
九
二

六
）
に
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

〔史
料
１４
〕

私
共
が
自
雲
頭
の
丁
稚
時
代
に
何
か
の
式
日
に
当
り
帳
場
の
前

へ
招
集
さ
れ
て
、
番
頭
さ
ん
か
ら
立
身
出
世
第

一
の
事
か
ら
始

め
て

『右
之
条
々
固
く
相
守
り
申
可
候
、
何
事
も
始
を
忘
れ
て

は
末
遂
け
難
く
候
、
依
之
年
始
三
ケ
日
の
御
式
も
全
く
以
て
始

を
忘
れ
ざ
る
た
め
な
り
、
親
子
主
従
ひ
と
つ
の
證
と
同
じ
事
に

候

へ
ば
、
互
に
助
け
合
ひ
、
家
業
大
切
に
相
励
み
候
は
ゞ
、
立

身
出
世
無
疑
候
、
然
る
上
は
名
々
老
て
の
歓
楽
、
且
は
忠
孝
国

恩
を
報
じ
候
道
理
に
も
相
叶
ひ
可
申
候
、
併
而
如
件
』
と
読
み

聞
か
さ
れ
た
事
の
今
も
猶
耳
底
に
残
り
、
身
に
泌
み
て
有
難
く

感
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す

二
代
目
源
二
郎
の

「白
雲
頭
の
丁
稚
時
代
」
と
は
、
明
治
十
年
代

の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
が
、
源
二
郎
家
に
お
い
て
も
、
式
日
に
は
番

頭
か
ら
家
訓
な
い
し
店
則
を
読
み
聞
か
さ
れ
、
「立
身
出
世
」
を
鼓

舞
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
慣
習
が

何
時
ま
で
続
い
た
の
か
は
回
顧
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
家
訓

や
店
則
の
奥
書
に

「立
身
出
世
」
が
謳
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で

あ
ろ
う
。
「老
て
の
歓
楽
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
小
澤
薫

鳳
が
詠
む
所
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

「立
身
」
な
の
か

「出
世
」
の
姿
の
反
映
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
「立
身
出
世
」

が
達
成
さ
れ
た
姿
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
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あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
「近
江
商
人
」
の
家
訓

。
店
則
に
は
、
奉
公
人
に

対
し
て

「立
身
」
「出
世
」
を
謳
う
条
文
が
制
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
た
ん
に
個
別
の
商
家
に
留
ま
る

こ
と
な
く
、
地
域
を
超
え
た
商
家
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
「立
身
出
世
」
主
義
は
、
近
代
明
治
期
の
青
年
の
時
代
精

神
と
な
っ
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
も
、
す
で
に
近
江
商
人
の
世
界
に

お
い
て
は
奉
公
を
勤
め
る
精
神
と
し
て
醸
成
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
精
神
が
及
ぶ
と
こ
ろ
は
、
奉
公
人

を
取
り
巻
く

「主
人

・
主
家
」
に
対
す
る

「忠
」
と
親
に
対
す
る

「孝
」
と
い
う
限
定
さ
れ
た
精
神
世
界
に
留
ま
る
も
の
で
あ
り
、
彼

た
ち
の
関
与
す
る
限
り
の
社
会

（世
間
）
に
対
す
る
寄
与
に
収
欽
す

る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
近
江
商
人
が
関
わ
っ
た
地

縁

・
血
縁

・
職
縁
を
具
体
的
に
究
明
す
る
な
か
で

「立
身
」
「出
世
」

の
変
化
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
「立
身
」
「出
世
」
を
奉
公
人
に
謳
う
こ
と
は
、
何
も
近
江

商
人
に
固
有
の
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
住
友
家
で
は
享
保
六
年

（
一
七
二

こ

五
月
の

「予
州
別
子
銅
山
江
家
法
之
品
書

（覚
ご

（３３
）

「長
崎
店
江
下
ス
家
法
品
書

（覚
ど

「宇
和
嶋
銅
山
江
家
法
品
書
」

の
な
か
で
、
番
頭
の
仕
方
が
良
く
な
い
場
合
に
は
手
代
か
ら
遠
慮
な

く
注
進
す
る
よ
う
に
命
じ
、
「注
進
之
手
代
勤
方
宜
候

ハ
ヽ
、
立
身

可
申
付
候
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
明
ら
か
に
職
階
を
昇
進
さ

せ
る
と
い
う
意
味
で

「立
身
」
を
用
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
井
家

に
お
い
て
も
、
年
末
詳

「家
法
」
第
二
〇
条
に

「世
上
手
代
之
風
儀

を
見
覚
、
出
世
杯
を
遠
ク
存
た
る
」
云
々
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
享

保
十
四
年

（
一
七
二
九
）
正
月
の

「子
供
式
目
」
奥
書

に
は
、
「元

来
惣
子
供
最
初
銘
々
親
元
わ
手
前

へ
奉
公
二
指
出
シ
候
義
、
末
々
立

身
相
続
致
さ
せ
度
存
念

二
候

ヘ
ハ
」
と
い
う
用
法
が
見
ら
れ
る
。
三

井
家
に
み
ら
れ
る
用
法
で
は
、
「出
世
」
は
職
階
を
昇
進
す
る
こ
と
、

「立
身
」
は
自
営
業
者
に
な
る
こ
と
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と

判
断
で
き
る
。
し
か
も
、
「
子
供
式
目
」
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
親

の
期
待
を
述
べ
る
件
は
、
中
井
家
や
外
村
家
で
も
み
ら
れ
た
論
法
で

あ

っ
た
。
家
法

・
店
則
の
成
立
時
代
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
三
井

・

住
友
家
の
よ
う
な
都
市
の
商
家
の
家
訓

・
店
則
が
、
時
代
を
追

っ
て

在
方
の
商
家
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か

し
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
都
市
の
商
家
の
家
訓

。
店
則
に
奉
公
人
に

対
し
て

「立
身
」
「出
世
」
を
謳
う
も
の
は
、
あ
ま
り
見
当
た
ら
な

い
。
こ
の
限
り
で
、
近
江
国
と
い
う
限
ら
れ
た
地
域
の
商
家
に
そ
れ

ら
を
謳

っ
た
家
訓

・
店
則
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
特
異
性

を
と
り
あ
え
ず
強
調
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。



と
は
い
え
、
「立
身
」
「出
世
」
が
近
世
社
会
で
ど
の
よ
う
な
概
念

と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
商
家
の
み
な

ら
ず

一
般
的
な
用
語
法
の
検
討
が
も
っ
と
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
が
近
代
社
会
に
お
い
て

「立
身
出
世
」
と
い
う
四
字
用

語
を

一
般
化
さ
せ
る
歴
史
過
程
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
の
関
心
に
限

っ
て
も
、
「立
身
」
「出
世
」
と
い
う
用
語
を
家
訓

や
店
則
に
制
定
さ
せ
る
時
期
、
削
除
し
て
い
く
時
期
の
解
明
は
、
商

家
経
営
の
変
化

・
変
質
の
画
期
を
推
測
す
る
上
で
重
要
な
指
標
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
さ
ら
な
る
事
例
を
発
掘
す
る
こ

と
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

最
後
に
述
べ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な

「立
身
」
「出

世
」
を
伴
う
家
訓

。
店
則
類
を
発
掘
す
る
所
期
の
目
的
は
、
「出
世

証
文
」
が
な
ぜ
近
江
国
内
で
最
も
多
く
伝
来
し
た
の
か
を
解
明
す
る

た
め
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
債
務
弁
済
制
度
の
社
会
的
慣
習
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
で
あ
る
。
「出
世
証
文
」
に
見
ら
れ
る

「出
世
」
と
は
、

明
ら
か
に
経
済
的
に
豊
か
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
家
産
の
再
興
を
前

提
と
し
て
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
「出
世
証
文
」

は

「仕
合
証
文
」
と
も
称
さ
れ
た
よ
う
に
、
「出
世
」
は

「仕
合
」

と
同

一
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「出
世
」
を

「仕
合
」
と
考
え
る
通

念
が
成
立
し
て
い
る
社
会
と
は
、　
一
体
ど
の
よ
う
な
構
造
を
も

っ
て

い
る
の
か
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も

「出
世
証
文
」
が
最

も
多
く
伝
来
し
た
近
江
国
の
歴
史
的
構
造
、
と
り
わ
け
経
済

・
経
営

活
動
を
含
む
社
会
的
営
為
の
追
求
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
延
長

線
上
に
近
世

。
近
代
期
の
他
地
域
と
の
比
較
が
意
味
を
持

つ
も
の
と

考
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
他
地
域
に
お
け
る

「立
身
」
「出
世
」

を
用
い
た
家
訓

・
店
則
、
あ
る
い
は

「出
世
証
文
」
の
所
在
に
つ
い

て
大
方
の
ご
教
示
を
御
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

〔付
記
〕

本
稿
は
、
平
成
十
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

「近
世

。
近

代
商
家
文
書
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
（基
盤
研
究
（Ｂ
×
２
）
課
題

番
号

一
二
四

一
〇
〇
八
九
、
代
表
者
宇
佐
美
英
機
）
の
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

（１
）

Ｅ

・
Ｈ

。
キ
ン
モ
ン
ス
、
広
田
照
幸
ほ
か
訳

『立
身
出
世
の
社

会
史
』
（玉
川
大
学
出
版
部
、　
一
九
九
五
年
）。

（２
）

竹
内
洋

翌
立
身
出
世
主
義
』
（日
本
放
送
出
版
協
会
、　
一
九
九

七
年
）。

（３
）

拙
稿

「近
江
商
人
中
井
家
の
家
訓

・
店
則
に
み
る

『立
身
』
と

『出
世
ヒ

（滋
賀
大
学
経
済
学
会

『彦
根
論
叢
』
第
二

一
七
号
、

一
九
九
九
年
）。

（４
）

上
村
雅
洋

『近
江
商
人
の
経
営
史
』
第
六
章

「外
村
与
左
衛
門

家
と
家
業
」
（清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

（５
）

末
永
國
紀

「外
与
三
百
年
の
歩
み
」
（近
江
商
人
博
物
館

『「外

村
与
左
衛
門
展
」
図
録
』
所
収
、
五
個
荘
町
、
二
〇
〇
〇
年
）。



（６
）

五
個
荘
町
史
編
集
委
員
会
編

『五
個
荘
町
史
資
料
集
Ｉ
』
（五

個
荘
町
、　
一
九
八
九
年
）
。
以
下
、
こ
の
資
料
集
か
ら
の
引
用
に

あ
た

っ
て
は
、
原
史
料
の
振
り
仮
名
や
返
り
点
を
省
略
し
、　
一
部

の
句
読
点
も
改
め
て
い
る
。

『同
右
』
外
村
与
左
衛
門
家
第
二
号
史
料
。

『同
右
』
第
三

一
号
史
料
。
こ
の
店
則
で
は
史
料
中
に

「大
坂
」

店
が
見
え
る
が
、
大
坂
店
は
天
保
七
年

に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
「金
方
」
と
い
う
名
目
も
見
ら
れ
る
が
、
「金
方
」
は
明
治
五

年
に

「奥
帳
」
と
名
称
変
更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
制
定
時
期
を
判

断
し
た
。

『同
右
』
第
五
号
史
料
。

・
‐６
）

前
掲
拙
稿
収
録
史
料
（１
）
参
照
。

外
村
与
左
衛
門
家
第
二
〇
号
史
料
。

外
村
宇
兵
衛
家
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
上
村
雅
洋
前
掲
書
、
第

七

・
八

・
九
章
に
詳
し
い
。

『五
個
荘
町
史
資
料
集
Ｉ
』
外
村
宇
兵
衛
家
第

一
号
史
料
。

上
村
雅
洋
前
掲
書
第
七
章

「近
世
に
お
け
る
外
村
宇
兵
衛
家
の

経
営
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
に
宇
兵
衛
家
で
は
江
戸
伊
勢
町
店
と

橘
町
店
を
合
併
し
て
新
大
坂
町
に
店
を
開

い
て
お
り
、
経
営
の

一

転
機
と
な

っ
た
。

こ
の
条
文
の

一
部
は
、
前
掲
拙
稿
で
も
紹
介
し
て
い
る
。

塚
本
定
右
衛
門
家
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
上
村
雅
洋
前
掲
書

第

一
二
章

「塚
本
定
右
衛
門
家

の
支
店
経
営
」
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（‐８
）

『五
個
荘
町
史
』
第
二
巻
近
世
第
七
章
第
二
節

「五
個
荘
商
人

の
精
神
生
活
」
（五
個
荘
町
、　
一
九
九
四
年
）
、
柴
田
純

「史
料
紹

介
―
―
近
江
商
人
塚
本
定
悦
の
家
訓
」
（京
都
外
国
語
大
学
日
本

語
学
科

『無
差
』
第
二
号
、　
一
九
九
六
年
）。
柴
田
氏
は
、
前
者

の
記
述
の
な
か
で
、
「人
の
道
」
「
天
の
道
」
「人
の
道
と
天
の
道
」

と
い
う
項
目
を
立
て
て
、
本
稿
で
も
用
い
た
家
訓
類
を
要
約
し
て

い
る
。
「
人
の
道
」
と

「
天
の
道
」
の
関
係
は
、
そ
れ
を
参
照
さ

れ
た
い
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
関
係
が
整
合
的
に
理
解
さ
れ
る
の

は
五
個
荘
商
人
に
共
通
す
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
の
か
、
外
村
与

左
衛
門
家

。
塚
本
定
右
衛
門
家
に
あ
る
程
度
限
ら
れ
た
も
の
な
の

か
に
つ
い
て
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
家
訓

。
店
則

に

「
人
の
道
」
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
外
村

一
統
の
特
徴
が
あ
る

と
見
な
し
て
い
る
。

（‐９
）

近
江
商
人
博
物
館

『
「塚
本
定
右
衛
門
と
衆
心
庵
展
」
図
録
』

二
五
頁

（五
個
荘
町
、　
一
九
九
八
年
）
。
〓

代
口
上
書
」
は
、
こ

の
図
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
に
よ
る
。

（２０
）

市
田
清
兵
衛
家
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
上
村
雅
洋
前
掲
書
第

四
章

「市
田
清
兵
衛
家
の
経
営
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
小
澤
請
鳳

家
に
つ
い
て
は
、
古
川
与
志
継

「
一
近
江
商
人
の
凶
作
記
録

『天

保
七
丙
申
年
大
凶
作
書
』
―
―
近
江
国
野
洲
郡
大
篠
原
小
澤
七
兵

衛
家
文
書
」
翁
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
第
三
号
、　
一

九
九
九
年
）
、
後
掲
注
（２５
）
参
照
。

（２‐
）

「家
掟
目
」
。
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
市
田
清
兵

衛
家
文
書
。
後
述
の

「家
則
」
は
、
現
在
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の

の
中
に
見
当
た
ら
な
い
。

（２２
）

井
上
政
共

『近
江
商
人
』
二
〇
五
～
〇
七
頁

（松
桂
堂
、　
一
八
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九
〇
年
）。

（２３
）

宮
本
又
次

「近
江
商
人
の
家
訓
お
よ
び
店
則
」
翁
宮
本
又
次
著

作
集
』
第
二
巻
第
二
章
所
収
、
二
一
八
～

一
九
頁
、
講
談
社
、　
一

九
七
七
年
。
初
出
は

一
九
四

一
年
）。

（２４
）

上
村
雅
洋
前
掲
書
、
二
四
〇
頁
。

（２５
）

小
澤
七
兵
衛
編

『童
子

一
百
集
―
―
小
澤
謂
鳳
の
教
え
―
―
』

（野
洲
町
立
歴
史
資
料
館
編
集
協
力
、
私
家
版
、　
一
九
九
八
年
）。

（２６
）

小
林
吟
右
衛
門
家
に
つ
い
て
は
、
丁
吟
史
研
究
会
編

『変
革
期

の
商
人
資
本
―
上
近
江
商
人
丁
吟
の
研
究
―
―
』
（吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
四
年
）、
末
永
國
紀

『近
代
近
江
商
人
経
営
史
論
』
（有
斐

閣
、　
一
九
九
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（２７
）

末
永
國
紀

『近
江
商
人
』

一
九
六
～
九
八
頁
参
照

（中
公
新

書
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（２８
）

伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
社
史
編
集
室

『伊
藤
忠
商
事
１
０
０

年
』
五
四
三
頁

（伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
、　
一
九
六
九
年
）。

（２９
）

丸
紅
株
式
会
社
社
史
編
纂
室

『丸
紅
前
史
』
三
二
頁

（丸
紅
株

式
会
社
、　
一
九
七
七
年
）。

（３０
）

『同
右
』
三
三
頁
。

（３‐
）

「成
功
と
は
何
か
？
」
翁
商
人
』
第
二
巻
第

一
号
、
振
興
社
）
。

な
お
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
振
り
仮
名
を
省
略
し
て
い
る
。

（３２
）

「社
会
」
と

「世
間
」
と
の
違

い
に
つ
い
て
は
、
阿
部
謹
也

「
世
間
」
と
は
何
か
』
（講
談
社
現
代
新
書
、　
一
九
九
五
年
）
参

照
。
こ
の
観
点
か
ら
、
現
在
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
近
江
商
人
の

「
三
方
よ
し
」
釜
冗
り
手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
）
の

理
念
は
、
典
拠
史
料
の
評
価
も
含
め
て
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。

（３３
）

「近
世
住
友
の
家
法
」
三

・
四

・
五
号
史
料

（住
友
史
料
館

『泉
屋
叢
考
』
第
弐
拾
参
輯
、　
一
九
九
七
年
）
。
こ
れ
以
外
に
も
、

寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）
十

一
月

「別
子
銅
山
惣
手
代
心
得
」

（
一
六
号
史
料
）
に
も

「自
分
立
身
之
事
」
と
い
っ
た
用
法
が
見

ら
れ
る
。

（３４
）

「家
法
」
貧
一井
文
庫
所
蔵
、
本
九
七
八
）。

（３５
）

「
子
供
式
目
」
（同
右
、
続

一
一
六
〇
）。

（３６
）

拙
稿

「近
世
の
出
世
証
文
」
（滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料

館

『研
究
紀
要
』
第
二
九
号
、　
一
九
九
六
年
）
、
同

「明
治
時
代

の
出
世
証
文
」
（滋
賀
大
学
経
済
学
会

『彦
根
論
叢
』
第
二
〇
二

号
、　
一
九
九
六
年
）、
同

「馬
場
利
左
衛
門
家
の
出
店
と

『出
世

証
文
ヒ

（『研
究
紀
要
』
第
二

一
号
、　
一
九
九
八
年
）。

（う
さ
み
　
ひ
で
き
。
滋
賀
大
学
経
済
学
部
教
授
）




